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▲菊地会長のあいさつ

▲災害用ドローンデモンストレーション ▲VR防災体験車 ▲応急救護訓練

城山地区防災訓練

　城山地区コミュニティ協議会主催の新年会が、1月17日（金）午後7時からコン
セーレで開かれました。
　開催にあたり城山地区の県議会議員、市議会議員のご臨席をいただき、城山地区連
合自治会をはじめ、各種団体の皆様84名が集い、新年を祝いました。
　菊地会長のあいさつの中に、4つの感謝のお話がありました。1つは生きられること
に感謝、2つは一日を自由に過ごせることに感謝、3つは私に関わるすべての人々に感
謝、4つは育ててもらった地域に感謝。素晴らしい言葉をいただき、和気あいあいの
中、2時間にわたる会が終了しました。

コミュニティ協議会　事務局次長
若井　俊男

　城山地区防災会（大森則男
会長）主催の城山地区防災訓
練が行われました。今回は、
従来の訓練内容のほかに、VR
防災体験車、災害用ドローン
デモンストレーションもあり、
色々な訓練が体験できました。

令和7年2月16日（日）　城山中学校

新年会
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　1月12日（日）コンセーレで二十歳を祝う成人のつ
どいが開催されました。久しぶりに再会した級友や恩
師と会話がはずみ、会場は笑顔であふれていました。

二十歳を祝う成人のつどい
城山限定品
城山限定品

司会司会

誓いのことば誓いのことば

お礼のことばお礼のことば

1組

2組

3組
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古賀志山を守ろう会

食の健康まつり

高齢者料理教室

　城山地区食生活改善推進員協議会（中村
悦子会長）主催の食の健康まつりが「減塩
とフレイル予防〜いつまでも健康を保つた
めに〜」をテーマに開催されました。
　城山地区は、宇都宮市の39地区の中で
「生活習慣健康度」が37位という結果で、
特に血糖は38位、血圧・脂質ともに36位
という健康課題があります。低栄養を予防
し、生活習慣病（糖尿病や脳血管疾患）予
防のため、糖分・塩分の取りすぎに注意し
ましょう。

　NPO法人「古賀志山を守ろう会」が、令和６年４月、宇都宮市から「最優秀市民憲章賞」、同年６月、栃木
県経済同友会から「美しいまちづくり賞」、同年12月、環境省からの令和６年度自然公園関係功労者大臣表彰と、
トリプル受賞をされました。
　理事長の池田正夫氏は、古賀志の出身で、宇都宮市で学校教員をされていました。約10年前、古賀志山に大勢
の登山者が訪れ、登山道を離れて民有林にまで入り込み、地主からの苦情が相次ぎました。登山道を整備し、地主
と登山者との対立を解決しようと、民有林所有者と登山者の有志が集まり、平成26年６月NPO法人「古賀志山を
守ろう会」を立ち上げ、活動がスタートしました。毎月２回定例作業日に、古賀志山で様々な活動をしています。
　＜池田理事長のコメント＞
　設立10周年の記念すべき年にトリプル受賞、これは一緒に活動してくれた皆さんのおかげです。私は現場に
行って写真を撮ってそれをホームページで発信していただけです。10年前、30人で活動を始めましたが、現在は
200名を超え、まだまだ増えています。それも宣伝して増えたのではなく、私たちが活動をしている後ろ姿を見て、
活動の仲間に入ってくれたのです。
　今後も、未来へむけて世代を交代しながら、古賀志山を守り続けていきたいです。

　城山地区社会福祉協議会（阿部操会長）主催の高齢者料理教
室が2月14日（金）に城山生涯学習センターで開催されました。

<参加者の原田昌廣さんからの感想>
　皆で楽しく「たっぷり野菜の豚肉あんかけ
丼」「三色ナムル」「もずくと卵スープ」を作り
ました。特にあんかけ丼は、甘みのある白菜
と豚肉の旨味が絶妙であんがご飯に絡み、
とても美味しかったです。調理中もワイワイ
と会話が弾み、和気あいあいとした雰囲気
の中で学びながら料理を楽しめました。心も
体も温まる素敵な時間になりました。

令和7年1月25日（土）　城山地区市民センター

▲野菜350gはどのくらい・? ▲ひざ痛・腰痛予防ストレッチ

▲ベンチ敷設作業 ▲池田理事長▲木製階段の補修作業
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城山地区コミュニティ協議会
〒321-0345　宇都宮市大谷町1059番地5

宇都宮市城山地区市民センター内
TEL・FAX 028-652-5570

編集・発行編集・発行
　ご協力いただいた皆様の取材や原稿の執筆、写真提供
などおかげで、本年度は広報紙を３回、発行することができ
ました。「情報ステーション　しろやま」では、引き続き城山
地区で行われる各種イベントの情報や、イベントなどの様
子を記録した写真を募集しています。
　皆様からの情報をもとに、よりよい地域情報紙を作成し
ていきますので、ご支援・ご協力をお願いいたします。

 編集後記  編集後記 

夢あかり実行委員会

コミュニティ協議会には23の目的団体があります。その活動の様子をシリーズで掲載します。目的団体活動紹介

　大谷石夢あかり祭は、2006年から始まり、宇都宮市、城山地区コ
ミュニティ協議会、他5団体からの後援をいただき、地元産出の大谷
石を使った地域の手作りで参加型のイベントとして、子供から大人ま
で多くの人たちに参加いただいています。毎年8月14・15日に平和
観音参道、大谷公園内で11時から21時まで開催しています。
　約800個もの大谷石で作られた燭台のキャンドルの灯りのほか、近
隣の幼稚園児・保育園児が大谷石プレートに描写した作品、市内の小
学校の学童保育の児童が作成した燭台も灯りを放っています。また、
ステージでは、キッズによるダンス、ベリーダンス、ライブコンサー
ト等が披露され、飲食できる屋台が10軒ぐらい参道脇に並びます。
　大谷地区の活性化、地域の皆様との交流、お盆中の開催でご先祖様
の供養と戦没者の慰霊も兼ねて開催しております。
　毎年夢あかり祭で写真コンテストも行っております。

夢あかり実行委員会 会長　佐々　嘉孝

▲17時からキャンドル点灯 ▲幻想的な灯りが広がります

▲点灯開始時の佐々会長の
あいさつ


